
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４（令和６）年１月１日夕、能登を震

源とするマグニチュード７．６、最大震度７を

観測する強い地震が発生しました。早いもの

で、あれから１年が過ぎました。 

氷見市でも震度５強を記録し、負傷者１１

人、住宅全壊２２９棟、半壊４９１棟、一部損 

壊５ ,７９９

棟、計６,５１

９棟、公共施

設等にも大き

な被害を及ぼ

しました。 

当地区で６

月に行った 

「地震避難アンケート調査」の結果では、住宅

全壊１棟、半壊２０棟、一部損壊等２１６棟、

計２３７棟（回答者の約７５％の被害）で、他

に神社や寺院等も大きな被害を受けました。 

 住宅等の復旧は少しずつ進んできているよう

ですが、公費解体については令和７年度までに

延長され、全体的に遅れてきているようです。 

 また、一人暮らし世帯が１９％、夫婦二人世

帯が２３％もあり、これらの災害に弱い方々の

避難支援にどう取り組むかなど「安全で安心し

て住める地域」するため、宇波地域づくり協議

会が中心に取り組んでまいります。 

令和７年１月（睦月） 

宇波公民館だより 
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氷 見 市 宇 波 公 民 館 

氷見市宇波４０１番地 

Tel(0766)７８-１５０３ 

講 座 名 実 施 日 

茶 道 １９日（日）・２６日（日） 

生 花 １３日（月）・２７日(月) 

100歳体操 毎週火・木曜日 

ぱわーきっず お休み 

瓢箪同好会 ２０日(月) 

手 芸 
編み物 １１日(土) 

クラフト １８日(土) 

ダンス教室 毎週火曜日午後７時から 

 

今月の外出支援バス 

①１月１０日(金) 
② １月２４日(金) 

能登半島地震から早や１年 

謹んで新年のお慶びを申し上げます 
皆様には、日頃から公民館活動にご支援ご協力をいただき深く感謝申し上げます 

改めて、昨年の元旦に発生した能登半島地震で被

災された皆様にお見舞い申し上げます 

また、今年は、復旧・復興に向けて災害のない良い

年になりますようご祈念申し上げます 

本年も、よろしくお願いいたします 

令和七年正月  宇波公民館長 扇 谷 寛 之 

 

１ 月 の 公 民 館 講 座 

賀 
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開館日時 ： 毎週 月・火・木・金曜日の午前９時から午後５時まで 

        （休館日 毎週水・土・日曜日）１２月２９日～１月３日も正月休館です。 

※ なお、休館日でも事前にご連絡いただければ開館しますので、お気軽にご相談く

ださい。 ☎(ファックス)78-1503 宇波公民館（荻野直樹） 

  

私達が宇波の地名を考えるとき、『万葉集』の大伴家持が作った、布勢の水海に遊覧する賦

の「…渋渓の崎たもとほり、麻都太要の長浜過ぎて宇奈比川 清き瀬ごとに 鵜河立ち…」を

直ぐに思い浮かべるのではないでしょうか。 

 『氷見市地名考』（昭和３７年児島清文著）では、い

くつか古文書の例を取り上げて「ウナミの意義につい

ては暫く解明の時期を待とう」としています。 

また、『氷見市地名の研究』（昭和５５年中葉博文著）

によると、「ウナミの地名由来について今まで種々述べ

られてきたが、まだ説得力のある結論はでていない。」

として、４つの説が載せられています。 

一つは「『万葉越路栞』に宇波は「鵜並」の意と記さ 

れている。二つは「『大日本地名辞書』に宇奈美は即ち「海辺（ウナベ）」の義とみえている。

三つは「ウナカミ（海上）」→ウナヘ→ウナベがウナミに転訛してウナミと。すなわち、海上

のほとり・うみべとなったという学者もいる。四つは「『灘浦志』に、宇納の文字は「宇網」

の誤りでウノアミの約まった。そして、網のつく地名で「アミ」と読むものは一般に漁場か

らきたもの」と紹介し、中葉氏は２の「海辺説」が有力としています。 

ただ、万葉集の大伴家持の歌や脇方牛ヶ端で海鵜が見られること、能登地方に鵜ノ浦・鵜

川・鵜飼などの地名が多いことから、「鵜並」又は「鵜波」も有力と考えます。 

「宇波」という地名をインターネットで検索すると全国で３箇所あることが分かります。

当地区のほか、「島根県安来市広瀬町宇波」と「鳥取県八頭郡智頭町宇波」が出てきます。ま

た機会があれば、これらの２つの地区について分かった範囲でご紹介いたします。 
 

「「「宇宇宇波波波」」」ののの地地地名名名ををを考考考えええるるる   

 

東京海洋大学の馬場治名誉教授の紹介で JICA（国際協力機構）北

陸センターのフィリピン水産業青年研修が、１１月１５日(土)に宇波公

民館で行われました。 

これは、北陸地域の水産業の取組みを視察、関係者との討議を通じ

て、日本の持続的な漁業振興に関する政策・制度について理解し、フ

ィリピンの漁業発展に繋げるものです。当日は、宇波浦漁業組合の操 

業を視察した後、公民館で「ふき

のとうの会」の皆さんと朝獲れた

魚を調理しました。 

 フィリピンの研修生からふきのとうの会の皆さんに、日

本の生活文化や調理方法などについてたくさんの質問が

出されていました。最後に、調理した魚料理を参加者全員

でいただきました。 

宇波公民館で JICA 研修   

現在の宇波川河口付近 


